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巻頭エッセイ・表紙の言ミヽ

． 地球環境を破壊しているのはだれ？ 今村 禎（伊勢市） ． 
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20世紀が終わろうとしている今、世界中で、これまでになく自然環境の悪化、地球温暖化の問題な

どが叫ばれていますが、 日本では危機感がほとんど感じられないように思うのは私だけでしょうか。

現在の状況がこのまま続くと、もっとも旱い人類滅亡の時期は2030年とのデータもあるそうです。今

のペースで熱帯雨林を伐採し続けると、世界中の熱帯雨林がなくなってしまい、 ＿こ酸化炭素の増加に

伴う気温の上昇で悔面は数十メートルから数百メートル上がる、とも言われています。 なぜ、熱帯雨林

が伐採されるのでしょうか。

中南米ではアメリカがジャングルを伐採して焼畑にし、安い牛肉を作って日本に安く輸出しています

日本でハンバーガーが安いのもそのためだそうです。 また、アフリカではヨーロッパ諸国が、アジアで

は日本が、建築材料に、紙の原料にと森林を伐採していますc さらに熱帯のマングロープ林も伐採さ

れ、エビの養殖や、 「植物生まれ」の合成洗剤の原料となるヤシ油をとるココヤシの栽培の場になって

います。それらは全て、 日本が最大の消費地です。 H本人は、知らず知らず、世界中の森林の伐

採に加担しているのです。熱帯雨林で越冬し、 日本に渡ってくる夏鳥たちがその影贄を受けているの

は、 まず間違いないところでしょう。

さて、今の世の中を考えてみると、地球に寄生しながら地球を食べ尽くす生活は' -向に変わろうと

していません。すでに50億年かけて蓄えられた資源を、たかだか百年の間に、ほんの一握りの人間が

浪費してしまったわけで、もうこれ以上、石油エネルギーに頼る生活を続けていると、 2030年（？）

の地球滅亡が起こっても不思議ではないように思えてくるのは、私だけでしょうか。 これからは、 日本人

の一人ひとりが自分の生活が地球環境に与えている影警を自党し、太陽、風、水といったエネルギー

を地球から借り、 「生活させてもらう」というような謙虚な考え方でいきていくことが、 この地球の今を生き

ている人間の義務であり、責任だとつくづく思う今日この頃です。

／〗亨三
＿＿—-三目

絵：
●巻頭エッセイ・表紙の言葉，.............2 

●特集：三重の干潟
はじめに・・・ ••••.••••••••••••••••••.• 3 

北勢～津地区の干潟 ・・・・ ......... 5 

トピソク・「守りたい！残したい！

高松海岸（朝明川河口干潟）の自然」.. 7 

中勢～南勢地区の干潟

雲出川・櫛田川・愛宕川河口........... 9 

宮川・外城田・勢田川河口..........., 0 

●お知らせと報告のページ・・・・・・・・・・・・・・・ ・1 1 
●会員のページ・・・......................, 3 

●探鳥会報告 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.,5 

●探鳥会報告• その他・奥付．．． ・ ・ ・ ・ ・ ・1 6 

田中

●しろちどり 24号●

豊成）
干
潟
の
シ
ギ
・
チ
ド
リ
を
、
と
い
う
リ
ク
エ

ス
ト
に
応
じ
、
表
紙
で
す
か
ら
、
見
栄
え
が
し

て
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
チ
ュ
ウ
シ
ャ
ク
シ
ギ
に
し
ま

し
た
。
春
の
渡
り
の
時
期
に
伊
勢
湾
側
で
数
多

く
見
ら
れ
ま
す
。
私
の
住
む
名
張
で
は

5
月
の

連
休
前
後
に
2
¥
3
羽
程
見
ら
れ
る
時
が
あ
り

ま
す
。
今
年
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

田
中
豊
成
（
名
張
市
）

一

一
今
月
の
表
紙

干
潟
野
鳥
…
チ
ュ
ウ
シ
ャ
ク
シ
ギ

2
 



/、特集：三重の干潟
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1 9 9 7年4月の諫早湾の堤防締め切り、名古屋港藤前干潟の埋め立て問題、そして東京湾三番瀬など、「干

潟」は近年自然保護の世界では大きくクローズアップされている環境です。環境庁が昨年発表した「シギ・チ

ドリ類重要渡来地域」とされる干潟は全国で13ヶ所、また、（財）日本自然保護協会の報告による日本の主な

干潟は前述の13ヶ所を含む37ヶ所となっており、そのうち 16ヶ所 (43%)に環境悪化要因（河口堰．道路、人

工島造成、港湾・護岸工事などの開発）があるということです。三重県内の干潟は、木曽三川河口を除き、こ

のリストには入っていませんが、今後、全国の大規模な干潟で環境の悪化が進めば、地方の小規模な干潟の存

在意義、重要性は増す一方だと考えられます。今号の特集では、三重県内の干潟について、その意義と実情を

あらためて考え直し、野鳥観察の場としてだけではない、干潟の重要性を再認識してみたいと思っています。
，＼ ノ

＾ 

＾ 

干鵬とは••• 干・褐、といえば当会の会員ならば誰

でも「シギ・チドリ」と答えるでしょう3 干褐は河川流

域から運ばれた士砂が河口部の浅い海に堆積してでき

た場所で、満潮時には海中に没し、干潮時に空気に

さらされます， 干i島の泥七は陸地からの有機物を多く

溶かし込んでいるため栄養分に富み、また空気にさら

されたり波に洗われたりするため酸素も多く含み、その

上水深が浅いため、太陽光線もよく届くので植物性の

プランクトンの成長にも適しています3 そのため、それ

らを餌とする多様な動植物の食物連鎖が生じ、莫大な

数の生き物を養うことができます， 沿岸では、 こうした

環境を利用して魚介の採集や、ノリの養殖が古くから

行われてきました3

特に中勢以南の海岸では、冬場、カモ類の観察に行

くと、 浅瀬一面にノリ粗染が立ち並んでいるのを見るこ

とができます。

干渇では、流入する河川や潮流により底質が異なり、

砂質の干褐か泥質の干氾かによって、また場所によっ

て、住んでいる生き物の種類も違ってきます。私たち

が観察を楽しんでいる野鳥たちは、その食物連鎖の頂

点に位置し、干親の豊かさの一つのバロメーターと

なっているわけです。

多くのシギ・チドリやカモ・カモメ類は渡り烏であり、

繁殖のため、 ぱるばるオーストラリアからシベリアまで

旅をする種類もあります3 日本や中国大陸沿

岸の干泥は長距離を飛ぶためのエネルギー補

給地であり、種類によっては、越冬の場ともな

りま土特定の干渇に集中して立ち寄る種（例

えば北九州に多いズグロカモメやツクシガモな

ど）は、そのfl烏が消失すれば、絶滅する恐

れさえあります。 今や、 F潟の保全は、 国際的
な義務となっているのです3

干翼の櫨●… それでは、野烏がいない（来な

い）干潟には生き物も少なく、環境的価値が低いの

でしょうか。 私たち人間にとっても、干褐が重要な役

割を果たしてくれていることは近年よく知られてきまし

たが、あらためていくつかまとめてみました。

1、水質を浄化する

川の上流からの生活排水、汚濁物質などの有機

物は干親のバクテリアが分解してくれます。また、ア

サリなどの貝類、カニ、 ゴカイなどの食べ物も海水

や泥の中の有機物です。最近の定量的な研究（香

川大学門谷茂教授）によれば、高松市の干褐にお

いて、ごれら底生生物には流入する窒素の58%を

除去する能力があったそうです。活性汚泥方式の下

水処理場ではせいぜい20%とのことですから、 干褐

を埋め立てて下水処理場を造ることの愚は明らかで

す。また、 下水処理では、最終的に浅い池に処理

水をためて3次処理を行うことが理想的ですが、場所

や費用の問題でほとんどが2次処理のまま放流されま

す。 干i局では費用をかけることもなく、 自然に3次処

理がおこなわれています3 潮受け堤防が締め切られ

た諫早湾でも、堤防内の調整池の水質が急速に悪

化し、 ヘドロの堆積が進んでいるそうです。

""' ,-V も心 ¥ ~ 
t更-R"c__ ¥.. ⑥ ／で:,,⑥ -c:, ② 
＼゜遁：① 忍,,で⑦

I:) 0 ⑲ 

II>宦i布i和。←
干潟が支える生き物たち・・・私たち人間もその生態系の一員です。
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特集：三重の干潟‘‘

2、 漁場を豊かにする
--f潟は海のゆりかごといわれます。 前出の

諫早湾は「有明海の子宮」といわれていま

しf;;;.__干潟付近の海は水深が浅く安全で、

産卵のための藻類や餌となるプランクトンに

富み、稚魚や稚貝の成長にとってなくては

ならない場所なのです。 したがって、干潟

に悪影響を与えるような開発行為は、周辺

の漁場の荒廃をもたらします。諫早で多くの

漁民が反対運動に立ち上がったのも、経験

的にそれを知っていたからなのです。

3、赤瀧•青瀧の発生を抑制する

1999年5月に行われた諫早干潟救済シン

ポジウムでも、堤防締め切り後、有明海で

赤潮の発生が増加したことが報告されまし

た。 （山下弘文代表）海の富栄養化が原因

の赤潮、貧酸素化が原因の青潮も、干潟

に到達すると潮の干満による酸素の供給によ

り、 消滅するということです。 また赤潮の場

合、その発生原因となる窒素やリンそのもの

の除去を干褐が行うことは前述の通りです。

名古屋港蕨前干潟

長良川河口

且

干翼の攣畢•••近年、無条件に干渇や

浅瀬を埋め立てて開発することが困難になっ

てきたことは、記憶に新しい藤前干混の埋

め立て中止や、千菓県三番瀬の計画縮

小、最近では中部国際空港建設に伴う埋

め立て工事に環境庁が難色を示している事

例などでも明らかです。しかし、神戸では

多くの市民の意思に反した空港建設が行わ

れようとしていますし、締め切り前にも懸念さ
伊勢湾の干潟リスト

れていた様々な問超が現実となったにも関

わらず、農水省は諫早湾の堤防を開けよう

とはしません。他にも徳島の吉野）I/河口な

ど、全国で深く静かに、開発計画は進行し

ています。そしてそれは、防災目的のほ

か、産業振典を望む地元住民に応えるも 、-=-=-~可~'

ノこ/、----
後背湿地の問題…

干潟を考えるとき、後背湿地のことを忘れてはな

らないでしょう。水田やため池、灌漑用水路、河口

部の葦原など、周辺の湿地は満潮時の野鳥の休息・

採餌の場所であり、いろいろな生物が生息していま

す。かつて、河口部に広がっていた氾濫原（

どで冠水、かく乱される場所）の代わりとして生物

の生息場所になっているのがこれらの場所です。産

業構造の変化や宅地化により、海岸部の池や湿地が

埋め立てられる傾向にありますが、干潟とセットに

して、保護を訴えていきたいものです。

-~' 

凡例

・O 情誡したFIi

・● 現存するF潟

釦,,河口
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投稿者のレポートで見ていきたい

と思います。
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/、 特集：三重の干潟

••••••••••••••••••••••••••••• 

北勢～津地区の干潟 三重の干潟レポート

編集部：田中川河口、安濃川河口、鈴鹿川河口など

について武田恵世さんにききました。 田中川河口干

潟については昨年新聞でも取り上げられ、特に熱心

に調査をされているようですがなぜでしょうか？

＾ 

1 . 田中川河口干潟の教訓

①ここ30年で伊勢湾の干潟が激減

武 田：伊勢湾の干渇は 1950年代には34ヶ所ありまし

たが現在では 14ヶ所に減少しています。 （前ぺ ージ図

参照）この 14の内比較的大規模な泥質干潟は4ヶ

所しか残されていません3 田中川河口干潟はその一

つの潟湖干褐です。

②田中川河口干褐の破壊と再生

田中川河口干褐では 1991年から河芸町の依頼によ

り県が北側の干潟を掘削して、マリーナを建設しまし

に私達との話し合いで、その際南側の干褐は完

全に保護されることになっていましたが、 工事用仮設

道路により南側の干潟の潮の出入りが阻害されたた

め、 1991年5月から9月の4ヶ月に渡って約90%が

水没し、 下出しなくなり、富栄養化が進み、底生生

••••••••••••••••••••••••••••• 

田中川河口干潟の図
（大潮の最大千潮時）
三重県安共耶河芸●「東千里

Z
4ー
ナ
ー

100 m 

''  

~ 
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勢

湾

凡例

・アシ原 ⑫ 

・深い泥質地 cこう
. tがミ1オニシバ群霧 : -・・-, 

---・ 
• 砂丘 Cごう

田中川河口へのアクセス

田中川河口へは、河芸町内国道23号線沿いのスーパー「オオクワ」

南号から海岸方面へ、踏切を渡ってしばらくいくと堤脚こ出ますので
左折します。最寄駅は近鉄線「千里（ちさと）」駅です。

物は壊滅状態となりました。 同年9月末には、澪筋

が確保され、潮の干満がもどり、水環境は元にも

どったのですが生物は急には回復しませんでした。

更に、翌1992年からは河口の開削によって波が入

るようになったため、泥が流出し、全体が砂質化

し、 生物が単純化しました。 そのため、 1994年3

月に三重県により、河目の消波堤防が強化され、

干潟と河道の間の石垣護岸が高くされ、波が緩和さ

れ、泥が再び堆積しはじめ、塩分濃度の分布もほ

ぼ元の状態に回復しました。 しかし、大型底生生

物のうち、 アサリ、 ヤマトシジミなど13種 (33%)

は7年後のいまだに回復が認められず、また、カワ

アイガイ、アシハラガニなど14種も一旦回復しまし

たが再び減少しています。 一旦破壊された干潟の

生態系は、環境が回復して7年を経ても容易には回

復しないことが明らかになったのです。この調査結

果を一昨年の日本生態学会で発表したところ、 日本

生態学会会長の小野勇ー教授はじめ、干潟の専門

家の多くが、 「名古屋港の藤前干潟では人工干褐

造成で良いと言ったがえらいことを言ってしまった。

これでは人T干褐などとても無理だ。」と言われ、

人工干渇代償案を否定する根拠ともなりました。

2. 干潟が減ったわけ
①開発と自然消滅？

編集部： 1950年代には伊勢湾に34ヶ所も干褐があった

そうですが、 どうして 14ヶ所、 半分以下にまで減っ

たのですか、やはり開発ですか？

武 田：埋立で直接つぶされたのは15ヶ所で、後の

5ヶ所は自然消滅です。先に田中川河口干泥で河

ロを広げたために波が当たり、干潟の泥がなくなっ

た話をしましたが、 干潟は砂州や浅瀬、 半島などに

よって波が直接当たらない場所に砂泥がたまってでき

るのです。 この5ヶ所は海底の浚渫やダムや堰で川

から砂泥が流れ込まなくなったために、波を緩めて

いた浅瀬や砂州が消滅し、波に洗われて消滅したの

です。安濃川河口干混の砂州除去に反対したのも、

田中川河口干潟で起こったことが大規模に起こること

が目に見えているからです。

② -f潟には波を緩めるものが必要

編集部：干褐には波を緩めることが大切なのですね。

武 田：そうです。波や海流を考えずに土砂を海岸に

積み上げてもすぐに海に消えてしまいます。人L干

混の多くがその点で失敗しているのです。
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3. 干潟の浄化能力

編集部：干潟の浄化能力について詳しく。

武 田： -f-i易には最新式の下水処理場と同じ仕組みが

あるのです。 下水処理場では、汚水に大量の空気

を送り込んでかき回す方法が行われています（活性

汚泥方式）。微生物の食べる栄養が有り過ぎて増え

すぎ、酸素が不足した状態の汚水に空気を送り込ん

で微生物の活動を活発にし、汚物を食わせるので

す。小規模な下水処理場や合併浄化槽では「ろ

材」と言われる物を沈めて微生物を付着させ、汚物

を食わせて汚水を処理する仕組みです。 F水道が
出来ても、油を流したり、工場排水を混ぜたり、プ

ルーレットなどを使用してはいけないと言われている

のは微生物に対し生物的毒性があるためなのです，

一方、干潟は1日に2回，必ず引き潮で干上がる

ので空気にさらされます。 そして、表面にはカニや

貝の開けた孔が無数にあり、泥の中にも酸素が十分

に供給されます。そして、満ち潮の時も浅いので空

気が混じりやすいのです。エアーポンプで空気を送

りこむのと同じです3 特に河口では、淡水と海水が

接した塩水クサビやウォーターカーテンとよばれる界

面ができ，そこではイオンの相互作用で有機物が沈

殿しやすくなるのです。そして、干褐表面には無数

の微生物がいて、その微生物を食べる貝やカニがい

て、さらにそれを食べる魚や鳥がいてと有機物を効

率よく処理して行くのです。

疇》-: : • 噂~;-オ.,_--~-:~ やテ
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4. 赤瀧や青瀬も消す？

武 田：下水処理場では汚泥、つまり汚物を食べた

微生物の死骸の処理が大問類ですが、干潟では、

微生物を食べる生物が多いので汚泥は少なく、それ

でも残った汚泥は干潟を増やすと言う方向に進んで

行きます。この仕組みのため、赤潮や青潮も処理し

てしまうのです。 赤潮とは汚物を食べる動物プランク

トンが大発生し、無酸素状態になった状態です。そ

れが干褐に来ると、先のような仕組みで酸素が送り

込まれ、消えて行くのです。青潮は、深い海底で

汚染がひどすぎ、微生物が増えすぎて、無酸素状

態になった海水の塊が強い風などで海面近くに浮き

上がってきた状態です。それも千潟に来ると、先の

ような仕組みで酸素が送り込まれ消えて行きます。

田中川河口では、潮の干満がなくなってすぐに富栄

養化し、魚が全滅しました。 田中川はもともとドプの

ょうな汚染のひどい川なのですが、干潟があるので

めだたなかったのです。諫早湾も児島湖も同じ理由

で悪臭の漂うひど‘い状況になっています。

●しろちどり 24号●

5. 干潟は生命のゆりかご

編集部：干潟は生命のゆりかごと言われるわけは？

武 田：春から秋口にかけて、川の入り組んだワンド

や海岸の潮だまりを覗いてみると，小さな稚魚がた＜

さん見られると思います、 多くの魚の稚魚は大きな

魚に食べられないように、また、泳ぐ力が弱いの

で、波の緩い浅いところや藻場と言われる海店が密

生したところで集団で暮らしています。波が緩く、 浅

い干潟はその絶好の場所なのです。また、酸素が

豊富なので、 卵にも良く、クサフグのように体を空

中にさらす危険を冒してまで産卵に来る魚も多くいま

す。海面はプランクトンが濃縮状態になっており、

稚魚の餌も豊富です。 効率よく餌をとれるので、フ

ジツボやイガイなどは、 半日干卜がる危険を冒して

まで潮間帯に住んでいるのです。深場ではこれほど

ビッシリとは張り付いていません。その濃縮液が日に

2回干潮時に干潟の表面一面に落ちてくるのです。

足の踏み場がないくらいウミニナなどの貝類やチゴガ

ニなどのカニ類がいますが、十分に餌があるので

す。シギは適当に長いくちばしを泥に差し込むだけ

で餌に当たるのです。トウネンやハマシギの大群が

来ると干混が満員になったような状態になりますが、

それで生物が減るようなことはないのです:

大阪で長年暮らしてきて、 三重県に帰って来て気

付いたのですが、―fl易の野鳥の写真が二＿重の方が

撮りやすいのです， 大阪湾では埋立途中のL事現

場や狭い干褐にいて、忙しく動き回っていたのです

が、二璽ではたいていのんびりと休んでいるので

す。おそらく、大阪では餌が乏しいので必死に動き

回っていて、三重ではすぐに満腹するのでのんびり

していたのでしょう。

干褐はその中の何かや特定の生物が良いと言うの

ではなく、その士質、潮の干満、多様な牛物など

の、微妙な総合作用で、すばらしい浄化能力や生

き物を育む力を発揮しているのです。 ＾ 
6. 干潟を守るには

編集部：千i易を守るにはどうすれば良いのでしょうか？

武 田：干混の埋立や砂fMや浅瀬の除去に安易に同

意しないことです。

東京湾、伊勢湾、大阪湾、瀬戸内海の埋立地

は大部分が干i烏を埋めて造られた土地で、東京湾、

大阪湾ではもう水深30m以下の沿岸部は皆無に近

い状態です。注目すべきはその埋立地の利用で、

大阪湾全体で見ると関西新空港関連埋立地に進出

企業が0であることも反映して今では有効利用率は

1/6を切っています。 東京では臨海副都心の惨憎

たる状況がいまだにお笑いになっています3 伊勢湾

岸特に名古屋港周辺の不振ぶりや木曽岬干拓は有

名なことです。 こうした埋立地は地方債という自治体

の借金でできており、できた埋立地を完売しないとペ

6
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イしないように設定されています。その償還を先延

ばし、 先延ばしにしてきましたが、もういよいよダメ

で、銀行、生保に続く日本の巨大な不良債権とし

て国民に璽くのしかかろうとしているのです。 こうした

税金の無駄遣いをこれ以上認めてはいけません。

6. 環境ホルモンについて

田中川河口臼島の発表をした日本生態学会で

は、環境ホルモンやダイオキシンについて、多くの

発表やシンポジウムがありました。 高知大学の田辺

教授の、北極圏や南極圏にすむクジラ類の環境ホ

ルモンやダイオキシンの濃度が著しく高いと言う世界

に衝撃を与えた発表もありました。その中で注目さ

れたのはアサリの話です。現在アサリの80%は有明

海産で，全国の潮干狩り場や漁場にまかれていま

す。 それがここ数年，有明海はじめ全国でアサリの

減少がはじまったのです。 そうした中、熊本県では

外洋の砂を採ってきて有明海にまいたところ、アサリ

が大発生しました。有明海でのアサリ減少の原因は

海底の砂泥にあったことが明らかになり知した。多く

のff害物質が環境基準以 Fなのですが、注目され
ているのは微量のダイオキシンや環境ホルモンなの

です3 もう10年前になりますが、 バイガイやカキの

不妊化や雄の雌化が世界中で間題になり主した。こ

れは主に，船底や網にフジツボや海草の付着よけに

塗られた塗料TBT(トリプチル錫）やTPT(トリフェ

ニル錫）が主な原因でしたが、この使用が規制され

てからも、北海でのアザラシの大量死、淡路島での

バイガイの壊滅、アサリの全国的減少など、小さな

生物から深刻な状況になってきています。仙台市の

七北田川の調査では河口のシジミの農薬濃度が、

田植え直後に急上昇し、その後減少を続けるので

す。 原因は陸にあり、我々に返ってきているので

す。

田中川河口干潟での長年の調査について詳しく

語ると、干潟についてほぽすべてを語ることに

なってしまいました。まず、みなさん、干潟に

行ってみて下さい。そして、アサリ掘りやシギ

チドリのみに心を奪われず、今日の話を思い出し

ながら、ゆっくり干潟全体を見回して、ゆっくり

歩いてみて下さい。

武田恵世（上野市）

•••••••••••••• ••••••••••• 
••••••••••••• •••••••••••••••••• 

守りたい！残したい, rr◎炉 I!心
高松海岸（朝明川河口干潟）の自然

三重県は霞4号線のルート変更を…！
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
高松海岸は朝明（あさけ）川の河口にあります。

朝明川が運ぶ砂と有機物の混じった泥が川の流れ

や、伊勢湾の潮流の作用により、長い年月をかけ

て砂泥質の千褐がつくりあげられました。 このf潟と

砂浜をそなえた高松海岸は四日市市以北の北勢地

域では唯一残された自然海岸です。 砂浜には、ハマど

ルガオ、ハマエンドウ、ハマホ＇ウ 7ウ、コウボウムヤなどの海浜植物

が毎年花をさかせます。 干潟にはアサリ、ヤマトシジミ、イソ

シジミ（アケミカ＇ィ）、シオ 7キ、アナジャコ、ヤマトオサが二、ゴカイ、多

種のカニ， 多種の幼魚、海藻類など実に多種多様な

生物がすんでいます。 詳しくは本誌の探鳥会報告

(5月16l':J高松海岸）をご覧ください。 i咽i易につい

ての説明はここでは省きますが、 上記のような多様

な生物が互いに複雑にからみあってバランスのとれた

生態系をつくり、海水を浄化し自然の状態を維持し

ているわけです，

そして、 さらにこの自然を利用する魚， 野鳥、 ヒト

かりました。 この計画は最初高松海岸の沖を長さ約． がいまず，魚は干潟の生物やプランクトンを食べ、••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

野鳥は干i局の生物や磯のむしや魚を食べ， 羽を休

ませています。ヒトは水遊びや潮干狩りを楽しんだ

り、 漁をして生計のたしにしたりするためにここをおと

ずれます。

このように自然と共存する反面、最近は周辺の埋

め立てが進み発電所や工場もふえ、自然を脅かす

一面も見えてきています。

~ 笠線と富双緑地の計画〕
高松海岸は四日市港の港湾区域の北端に位置し

ています。 「国際物流拠点として、港勢を拡人する

に伴い予想される交通混雑の緩和をはかるため」、

霞ヶ浦埠頭から国道23号を辻回して三爪郡川越町

を通り、幣備中の第2名神扁速道路に接続する臨

海道路霞4号幹線の建設が計画されていることがわ
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1kmの橋を渡すものでした。 ところが橋梁区間が長

いことやその下を大型船舶が通るためには橋脚を高

くする必要がありコストがかさむため昨年(1998年）

新しいルートが明らかにされました。

新しいルートは高松海岸の干潟を縦断します。もし

このような道路が出来た場合、 工事や橋脚による干

潟への影響は計り知れないものがあります。先に述

べたように干潟は人々の生活やこころのよりどころとな

る場であるとともに、多様な生物が持続的に生態系

を維持している貴重な自然の財産です。後世にこの

財産を遺したいと願う三菫県支部は、 98年7月に四

日市港管理組合に対して計画内容について質問状

を出し、 回答を求めました。 回答は「本計画はマス

タープランであって細かい内容は未定である。」という

ものでした。

そこで三重県支部は、 同年12月18日、霞4号

幹線が干潟の上を通らないよう要望する文苔を代替

ルート案の図面とともに三重県知事， 四日市市長，

川越町長、 四日市港管理組合宛におくりました（図

版参照）。 四日市港管理組合からの回答 (99年3

月31日）は、「ルートは変えない、 自然環境への影

響については計画が具体化する段階で配慮してい

く」とのことです。 私たちはこの回答を受け入れること

はできません。

港湾計画に関してもう一つ気になるのが、富双

（ふそう）緑地計画です。宮双地区の二重造船跡地

は高松海岸と直線距離にして約2kmのところにあり

ます。そこに人工の渚を含む海浜公園を造ろうという

ものです。すぐそばに自然海岸があるのに多額の費

用をかけて人工の海岸を造る…これも理解しがたいこ

とです。

諫早干拓地や藤前干潟の問題をきっかけにし

て、最近ようやく干潟の重要性が語られるように

なってきましたが、それにもかかわらず高松海岸

の問題が表面化してきました。一般にはまだまだ

認識されていないということだとおもいます。

三重県支部では今年5月16日に高松海岸で干

潟の生き物観察会を行いました。 8月29日（日

曜日）にも高松海岸探鳥会を行います。地元の住

民行政関係者はもちろん、子どもたちや広く一

般にもアピールしていきたいと思っています。 8

月末は、ちょうどシギやチドリの渡りの時期でも

あり、世論を盛り上げるためにも、会員のみなさ

んには是非ご参加頂きたいと思います。

（尾畑玲子四日市市）

--―̀ 

＾ 
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＾ 

中勢～南勢地区の干潟
雲出川・櫛田川・愛宕川河口

雲出川の干潟
IIは三重県の中祁、一志郡、松阪市、久居市、

津市を流れるー級河川です。この川ぱ昔から暴れJIIとして

よく知られています。 そのために堤防はちょっと変わった築

き方、霞堤（かすみてい）が築かれています。霞堤は台

風などで集中豪雨があった場合、川の氾濫を防ぐために堤

防に切れ目を入れ、その外側を遊水池にしておく工法で

す。 一時に大量の水が流れることが多いため、 上流から砂

が大皇に流れます。その関係で雲出川河口には良好な砂

質の千渇が広がっています。ここには春、秋にその砂質の

干親を好むシギ・チドリ類がたくさん集まってきます3 また

冬にはカモ類が越冬のために多数飛来します。

れに見られるミヤコドリはここの常連で、 ツクシガモやコクガ

ン、トモエガモなども越冬に訪れました。

堤防の内側（後背地）は田畑が広がり、 近くには溜池な

ども大変多いところなので、 渡り鳥の中継地としては絶好の

環境になっています3 多種多様な旅鳥が観察できるので、

近畿一円のバードウオッチャーが訪れる探烏地ともなってお

り、今後とも環境の保全を訴えていきたい場所のひとつで

す，現在、 帯の堤防の老朽化が進み、改修L事が行

われてし、ますが、溜池の護岸1事なども准められており、

環境の改悪が行われないかどうか、 目を光らせてし、く必要

があると思われます。

＾ 

開発計画としては、河口の先端の吹井之浦から約JK

m沖に人工島を建設して港湾設備等をつくるという構想

がありますが、もし実現すれば、海流の変更により環

境がどう変わっていくのか少し心配ですa

付近の海岸で繁殖するシロチドリの数は、近年激減

しています。原因はほとんどが人為的なものと考えてい

ますが、今後今までのような保護策ではなく、行政に

働きかけるなど、根本的な保護を考えて行かなくては

ならないかなと考えています3

谷本勢津雄（松坂市）

櫛田川の干潟

櫛田川は台高山系の北端、 高見山を源流に飯南郡、

多気郡、松阪市を流れる一舟級河川です•, この川筋は

昔から文化の通り道でした，下流域ぱ元は祓川が本流

だったのですが、現在は今の櫛田川で落ち着いてし

河口部の干潟は砂質の干混です。近くを流れる愛

ii、金剛川は松阪市の排水路とでも言うべき川です。

そのため泥質の干潟が形成されていますこ家庭排水に

シギ・チドリたちはイトミミズな

ども採餌しているようですが、 前述の雲出川と異なり、

砂質泥質の干褐があるので鳥の種類は櫛田川のほうが

少し多いのではないかと思います。

アクセスは自家用車利用。

雲出川河口（五主海岸）へは`

国道23号の雲出大橋から堤

防沿いに走ると河口へ出られ

ます。海岸に沿って堤防を走

ると三渡大橋までいくことが

できますが、途中が工事中で

通れないこともあるので、そ

の場合は堤防からおりて曽原

新田付近を通って国道にもど

るとよいでしょう。冬期は銃

猟が行われているので注意。

また、農作業の人に迷惑をか

けないようにしましょう。

櫛田川河口も金剛川河口あた

＇ りから堤防沿いに走れますが、
川筋が入り組んでいてわかり

づらいかもしれません。

図版：松阪の海の生物Il (三菫県教職員組合松阪支部編）より

~~]元― i~-"! 佐匂念i・,↑芍;rlS訟：~』:~:11'ii11l~ll1i1ii1l1~illl~ii11ll1~l~J1~11訓111帆闊Iりl1lll1II!置-~
チュウシャクシギが、カニを上手に食べているのを見たことがありますか。カニの仲間は、シギやチドリにとって大切な栄養

源 Tr為には、たくさんの種類のカニがいて、場所により、微妙に仕み分けをしています。河口近くの砂地ではコメッキガニ、
やや泥っほく、淡水の影響を受けるところにはチゴガニやケフサイソガニ、ヤマトオサガニなど、川沿いのアシ瓶にはアシハラ

ガニ、やや水から離れたところではアカテガニ、砂浜にはスナガニ、などなど （シオマネキやハクセンシオマネキは、 伊勢

湾ではほとんど見られなくなったそうですC)やや上流に住むモクズガニも、産卵時には

河口へFってぎまずたくさんのカニたちが、潮の引いた国ではさみを上Fしている姿も '.l , 
ゃ心＂

よく見かけますが、このダンスも種類によってやり方か違うそうで、チゴガニでは 1分間に ,,r ... 名/(~ / 三三〗;:~〗~~〗~::三;',ロ、ここ：［こほ力屑`”
，
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特集：三重の干潟
＼ 

宮川・外城田・勢田川河口

宮川は三重を代表する大きな川です。「月に35日雨が

降る」といわれる大杉谷に源を発し、 14の市町村を流

域としながらうねり流れて、ようやく伊勢市で伊勢湾に

注ぎます。そこでは、同じ水系の五十鈴川や外城田川と

ともに、広大で複雑な河口独特の地形を作っています。

砂浜や三角州、中州、そして砂朴1、さらには貴重な潟湖

もあり、砂丘も見られます。干潟は、宮川河口に「おお

す」といわれる大きな三角州があってその周囲に広大に

出現するほか、外城田川河口や五十鈴川から勢田川にか

けての河口部にも、大きさも大中小さまざまなら、その

底質も泥や砂などさまざまな干洞が現れます。

宮川本流の河口部「おおす」は、かつてコアジサシが

繁殖したこともある大きな三角小卜1で、その周辺は春秋、

旅烏であるシギやチドリの渡りの中継地となるほか、ハ

マシギやダイゼン、多くのカモ類が越冬しています。ま

た、この「おおす」から周辺の樫原新田（中州）にかけ

て、ミサゴ、チュウヒなどのタカ類を見ることもできま

す。

外城田川河口では、有滝町側に砂質の、東豊浜町側に

は泥質の干潟があります』豊富なゴカイや貝類に支えら

れ、多くのシギ・チドリ、カワウなどの餌場になってい

ます。ここにも西浦という中州があり、その濯地では夏

の間、数千のツバメたちが集団ねぐらを形成します。

五十鈴川河口の勢田川との合流点付近には、干潮時

に広大な干潟が出現します。ただし、勢田川の水質が

きわめて悪いためかあまり多くのシギ類は集まりませ

ん。それでも、チュウシャクシギやキアシシギ、ソリ

ハシシギ、そして、カモ類やカワウなどをよく見かけ

ます。また、この干潟近くの水田や養魚池では、オオ

ヨシキリやバン、カイップリの繁殖が見られます。五

十鈴川の伊勢湾への河口にはシロチドリの繁殖地があ

りますが、最近その成功率は低いようです。

このように、宮川河口は、干潟とそれを取り巻く中

,J小Iや湿地などが一体となって、烏をはじめ多くの生き

物にとって好都合の、多様な自然環境が形成されてい

ます。しかし同時に、そこでは漁業を中心とした産業

や人の暮らしとの関わりも大きいものがあります。今

年、外城田川河口では貝類増殖のために干褐に水路を

掘る工事が行われました。大湊町ではかつての養鰻池

跡が宅地開発され、後背湿地がほぼ消滅しました。砂

浜では上流からの流砂減少のため、養浜工事が行わ

れ、護岸の一部が階段化されました。一方、五十鈴川

の後背湿地の一つである徳田新田には、流域卜水道終

末処理場の建設が決まっています。他にも開発の計画

はあり、こうしたことが宮川河口にどのような影響を

与えるのか、注目していきたいと思います3

世古口 有司（二見町）

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
終わりに… 今回の特集はいかがでしたか？「三重の干掲」といっても、伊勢湾沿いの話ばかりになってし

まいましたが、南勢・志摩地方や、東紐州地方にも重要な干潟、湿地がたくさんあると思います。特に熊野灘

沿いの海跡湖など、保護の必要性が高いにも関わらず、情報が少なく、あまり知られないままに開発されてし

まう場所も多いのではないでしょうか。そういう場所について、ご存知の方がおられましたら、是非原稿をお

寄せ下さい。また、海岸整備についても、階段護岸による砂浜の減少や人の踏み荒らしなど、海辺の自然環境

は悪化するばかりです。スペースもなくて、なかなか取り上げられないことが多かったのですが、今後のテー

マとして考えていきたいと思っています。 編集部

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
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4知らせと報告のページ
99年4月より、新体制で活動が始まりました。

といっても、これまでの保護部の流れも継続しつつ、

手薄な部分については強化していく方向で行っていき

たいと考えています。

_ _,_ 

● 「三重県の自然環境保全に関する意見書」

を提出

昨年より、県内の「童要保護地域J44ヶ所をリ

ストアップしたうち、特に緊急に保護すべき（開

発などによる環境悪化の恐れがある） 地域を14ヶ

所に限定して、県に意見書を提出しました。

保護すべき地域を河川、海岸、里山に区分した

ところ、共通する問題点は、自然の状態を開発し

て芝生広場などを造成したりする公園化の問題で

す。他に、河川では河川改修、海岸では階段設岸、

道路など干潟が消滅するまたは改変する恐れのあ

る計画、海岸線の後背湿地の開発、車の乗り入れ

による動植物の生息地の森税悪化、里山では宅地

開発やゴミの不法投棄、など様々な問題がありま

す。ーロに「保設」といっても、 一まとめにはで

きません。

保護部では特に、今あちこちで行われている自

然の「公園化」を覧要視し、ほかの問題も含めて

自然環境を保全するよう、意見書と してまとめ、

杉浦支部長他2名がさる6月29日、県士整備部部

長を通じ、知事あてに提出しました。

● 「伊勢市矢持町及び横輪町に生息する

クマタカ等猛禽類の保護に関する要望書」

を提出

伊勢市矢持町に計画中の産業廃棄物処分場予

定地付近において、今年 1月より、会員によっ

てクマタカ等の猛禽類が鋭察されていました。

クマタカは「種の保存法」で国内希少動植物

に指定され、また環境庁の 「レッドデータプッ

ク」でも絶滅危惧種に指定されています。渡り

をせず、周年その地域に生息するため、産廃処

分場等の施設が建設されれば生息に悪影響がで

ることは必至です。

急逮、南勢地区よりクマタカ等の猛禽類保護

の要諸を受け、 7月 15日に木村事務局長他2名

で自然屎境課課長、廃棄物処理課課長を通じ、

知事宛てにクマタカの生息環境保全の要望害を

提出しました。

なお、同地域はゲンジボタルの生息地として

も有名で、静かな里山であり、豊かな自然が

残っています。

＾ 
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●シロチドリ保護活動

吉崎海岸、豊津浦の保護地区で今年もシロチ

ドリの生息調査を行いました。調査結果につい

ては、次号で報告する予定です。

迄字蛉芯唸叩繁叡品益必：：：藍零麟紐迄塩嘉磁訟亡名

※この他にもいろいろな活動を行っていますが、

会員の協力あっての保護部です。 各地区に保護

部員がいますので、気軽に連絡を取っていただけ

れば幸いです。

北勢地区・・ 近藤

津 地区・・平井

伊賀地区・・田中

6月30日付毎日新聞

掲載記事より
南勢地区 ・・ 西村

義孝

正志

豊成

松阪地区・・・谷本頻車雄

泉

Ta 

Tu/F 

Ta 

F 

TEL 

F 

Tu/F 

元年滋忍認応溢ぷに認ざ認訟窃，逗蕊滋碑唸芯唸磁＆洒零
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お知らせと糧告のペーうヽ

ご 10月より、会費制度（会員の名称）が変更になります。

現在の会員種類 10月力もの会員名称 会

一般会員 青い鳥会員 （本部型） 本饂費5.000円

普通会員 赤い鳥会員（支部型） 本部会費1.000円ヴ支部会費

正会員 大空会員 （総合） 本部会費5.000円＋支部会費

特別会員 特別会員 〔今までcFalt:) 本部会費10.000円（一口）＋支部費

※三重県支部の場合、支部会費は2,0 0 0円です。 （「野鳥」誌8月号より転載）

（財）日本野鳥の会のシンポルマーク募集中 1

「野鳥」誌でも紹介されていますが、本部が新し 蓉苔

いシンボルマークのデザインを募集しています。 喜
色は自由、烏をイメージさせるデザインで国際的 ぎ

にもアピールするもの、ということで、最終的には ＂屯喀r 2 0 0 0年バードカレンダー
筈

デザイナーの手によって完成させるため、お子様 ',""~ 発売予定のお知らせ
の自由な図案などでも大丈夫だそうです。 議吾→
応募には所定の申し込み用紙（「野鳥」誌8月 甕i来年のバー ドカレンダーが今秋発売されま
号に付属）が必要なので、支部のみの会員の方
や、応募用紙をなくされた方は、事務局か、お 驀； 程度の予定。詳細は未定ですが、 9月下旬から
知り合いの会員の方にご相談下さい。デザイン1 睾： 1 0月初旬にかけて入荷の予定ですので、お楽
点について1枚必要、コピーでも使えます。
デザイン原画はA4サイズの白い紙l枚 l点、

璽 しみに。
販売方法は、原則として探鳥会などの場を利

締め切りは1999年10月20日です。 量 用した対面販売のみとなります。今年は特に、
採用作品には50万円、佳作 (3点）は5万円の 認t支部在庫数に限りがありますので、なるべくお
貸金がでるそうです。 （賞金をもらったら全額「野 忌え 早めにお買い求めください。
鳥の会」に寄付します？） 疇

華
入荷、販売予定、予約等につきましては、担

応募の宛先など、詳しいことは応募用紙に記載 当者または各地区の窓口にお問い合わせくださ華”
苧されています。 臨 tし‘。

お問い合わせは本部 欝
（財）日本野鳥の会企画部シンボルマーク係 妾茜 販売担当中村洋子 T且 まで

（山口、後藤）までc 瞬

Ta 03-5358-3514 7ァックス03-5358-3608 藝履賢邑置置璽昏層言鼠筐爾畠詈醤饂置嘉鑓冨麟暑欝鬱鯛

事務局日誌

4~7月 設定や期間更新が計画されている県内19ヶ所の鳥獣保護区、特別保護区、銃猟禁
止区域、休猟区について、行政機関からの依頼により意見●等を提出した。

《事務局》
5月17日 「平成11年度鳥獣保護区設定効果調査Jについて、三重県と契約を交わし、

受託した。《研究部》
6月29日 「三重県の自然環境保全に関する意見書」を、三重県県土整備部長に提出した。

《保護部》
7月15日 「伊勢市矢持町及び横輪町に生患するクマタカ等猛禽類の保護に関する要望書」を

三重県環境部自然環境課長に提出した。 《保護部、南勢地区》
7月17日~18日

本部ネイチャースクールと共催で「バードウオッチング案内人研修会」を開催。
《ネイチャースクール、企画部》

※ 「自然と人との共存」という考え方を普及する人材養成のための、「バードウォッチング
案内人研修会」の開催とその積極的な運営に対し、（財）日本野鳥の会黒田長久会長より、

感謝状をいただいた。

●しろちどり24号●



／ 会員のページ

珊壊の荒慶進むフィールドにて

林 益夫（津市）

--

私のいつも行く野鳥観察地に、河

芸マリーナ周辺があります。ここ数

年、周辺の養殖池が徐々に埋め立て

られ、その中で 1つがいのコチドリ

の抱卵を5月29日確認。この抱卵

地に、 10日に 1度の割で土砂搬入

のため、ダンプの出入りがあり、そ

の轍跡約3m横にこの巣がありまし

た。私は運転手に、むやみに進入し

ないよう了解を得て巣を見守ってき

ました。ところが6月 12日に現場

に行くと他のダンプが、どうみても

巣の上を走っているではないです

か。万事休す3 親鳥は嗚きながら飛

び回っているし，巣を見に行くと跡

形もない。もしやヒナがいるので

は、と期待して数時間監視している

と、 2羽のヒナを発見。でも巣に

あった卵は4個、残り 2個体が最

後まで確認できませんでした。

河芸マリーナ前浜しかり、この

周辺は大きく変わってきています。

マリン事業に本腰を入れ、都会人

が年々増加、代償は雨天時に発生

する悪臭、それにゴミ、海浜の轍

跡。

でも、野生動物（一匹のキツネ）も

棲みついている。この養殖池はバ

ンの育雛場だし、 2年前にヒクイ

ナも確認しているが、ここ数年、カ

ワウの急激な繁殖で、営巣木の松

のフン害による立ち枯れがひどく、

東洋紡跡地の荒廃は目を見張るほ

どです。これをどうしたら良いの

か、考えさせられる現状です。

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
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頬

赤

濤薦川撲鳥会に参加して

辻秀之（四日市市）

テーマは「人と自然の関わり」。

海蔵川は四日市市内を流れる都市

河川で、下流から上流に向かって

河川改修が進められています。

そこでまずリーダーさんに現在改

修工事中の場所へご案内頂き、つ

づいて未改修の場所へ。その間わ

ずか 10 0メートルほどでした

が、いまさらながらその差は一目

瞭然、鳥の種類など手軽で有効な

指標になるな、と感じました。改

修工事にも目的があって、その全

てを否定するものではありません

が、本当にこの方法しかないの

か、我々も考えなければならない

問題だと思います。

ゞ，．
洛,a-
祈負,i1-,t・、す・・ ＼ 

ャ北ヤ

叱，1•1··ふ瓜
驚いたのは、カワラヒワがセイ

ョウカラシナの実をついばんでい

たこと。草の実大好き烏とはい

え、いくらなんでも辛いんじゃな

いの。カワセミ、ゴイサギとモズ

の幼鳥、アマサギにチュサギ、バ

ン、アイガモ，果てはウシガエル

の交尾まで、盛りだくさんの探鳥

会でした。

大阪からこちらに居を移して3

年あまり、身近にフィールドのあ

ることの寺せを、いつも心にとめ

ておきたいものです。

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
自然と私

佐藤 幸子 （鳥羽市）

幼い時は、空気のように、自然

を特別意識することもなく、時々

直撃する台風や、荒れ狂う海での

洵爺丸遭難事件等で、その威力の

恐ろしさに震えたっ

戦争中、陸軍省衛生局学徒動員

で碧素（ペニシリン）作りをやり、

微生物の存在意義に目覚めて、大

学では「頭の鈍い者の集まり」な

んて冷やかされながら、生理・生

態講座に入り、のんびりと山、川、

海等に出かけたものだ。

横浜・東京で戦火、 20年近い

貧しい外国生活、そして阪神大痕

災。その間、生物物理学・癌研究

所等に勤め、複雑な生命機構を知

り、個人的にも苦しいことが多

かった。

でも穏やかな美しい自然、温かい

人間関係がいつも私を慰めてくれ

た。やはり母なる自然、というと

ころか，

ところが、最近その自然のバラ

ンスが崩れてきている。人間の方

もおかしくなってきた。自然の流

れを無視し、その中の小さな人間

がわがまま勝手に走りすぎたよう

だ。

一人では何ほどのこともできな

いので、三重県も野鳥の方も、まだ

まだ一年生ながら皆さんに色々教

わりつつ、自然をより深く学びた

いと思っている。

ー 3
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会員のページ ‘‘ 
寓松濤岸の観察会

市川雄二（四日市市）

朝明川の右岸は、北勢地方で最

も北に位置する干潟の現れるとこ

ろである。昔から潮干狩りの絶好

の場所として、多くの人々に親し

まれており、私も幼少のころ，家

族と共に潮干狩りに訪れたところ

だ。ハマグリがとれたことを覚え

ている。

この干潟を横切る道路建設の計

画がある。景観はもとより、鳥類

をはじめ、干渇の生物への悪影響

を懸念する。

今年、 5月16日にこの場所で

干潟の生き物観察会を実施した。

朝方の雨で実施が危ぶまれたが、

昼前には雨もやみ、潮干狩りを楽

しむ人たちをよそにカニ、貝、魚

など多くの種類を確認した。幸い

にも環境に関心の深い地元の方の

意見を聞くことができた。

今後、地元に住んでいる多くの人

にもこの素晴らしい貴重な場所を

知ってもらい、自然への関心を深

めてもらうようすすめた。

テグス回収裸鳥会に参加して

祖父江克彦（桑名市）

磯津町のテグス回収探烏会の開

催された5月9日は、好天に恵ま

れ、防波堤や砂浜は多くの人で賑

わっていました。

入会して 3年目となり、皆様の

ご指導により探鳥することにも慣

れ、また、どの探烏会に参加して

も必ず顔見知りの方に会えるよう

になりました。

参加者は I0名ほどで、探鳥に

は程よい人数でしたが、「テグス

を捨てないキャンペーン」には少

し寂しい感じがしました。

防潮提の上から、浜辺や河口の

水鳥を観察したのですが、幸運に

も6羽の小群で何かを捕食してい

るミヤコドリを見ることができ、

その赤く長いくちばしがとても印

象的で感動しました。

その鳥の名前を聞いたとき、詩

歌に詠まれた都鳥のことが頭に浮

かんだのですが、後で調べました

ら、「詩歌によまれる隅田川のい

わゆる（都烏）は本種ではなく全

く別のユリカモメである」と記載

されており、知らないままの方が

よかったと後悔しております。

この海岸に来て気になったこと

は、防潮提の下や砂浜のいたる所

に、ゴミや犬の糞が散乱してお

り、マナーの悪さが目についたこ

とです。自分の車や家さえきれい

なら、公共の場はどうでも良いの

でしょうか。誰でもきれいな所で

遊んだり食事をしたりしたいはず

なのに、汚していく心境が理解で

きません。

そんなゴミの中、テグス回収を 1

時間ほどしまして、約 1000

メートルのテグスと釣り針を回収

しました。ゴミやテグスを捨てる

ような不心得者がいる限り、自然

環境保護団体は必要な存在だと認

識しました。
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その2

このコラムは、当支部理事で自然観察指導

員三重連絡会会長の加藤 光廣さんにお願

いしています。一年間連載の予定です，

●濤浜植物の繊察●

海岸は平地や雑木林と比べると紫外線が強く、風がきっく、士壌は貧栄養状態であり水分の保有力に欠け

ます。また、塩分の影響も受けます。このような特殊な環境の中での彼らの生き残り戦略を見てみましょう。

例えばハマヒルガオを近縁のヒルガオと比較してみましょう。前者は後者よりもずっと，根が丈夫で長いで

す。これは強風から身を守ると同時に、吸水効果を高めます。葉は前者の方がずっと厚く．光沢があります。

これも水分を溜め込み．光沢で厳しい陽光を反射するようです。風で飛ばされた砂や小石からの衝撃を和らげ

る効果も持ち合わせています。また、茎は立ち上がらず砂の上に横たわっていますが、やはり強風対策でしょ

う。

薬や花穂に毛の多いケカモノハシ等では、この毛の多いことで上述の対衝撃効果を扁めたり、夜間と日中の

気温差に対する保温や水分の蒸散防止・塩害防止に役立てています。

海辺に生きる植物は、このようにして厳しい環境条件をクリアーしているようです。
9、マヒルガナ

光廣（桑名市）

＾ 
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会 暢 告

檬●彙暢告 (5-7月分）

●第 1士曜斎宮池探烏会（明和町）

日時： 5月 1日（土） 9 : 00 ~ 11 : 00 

担 当：西村泉・小坂里香

参加者： I 2名

観察種：ヒヨドリ 17・ホオジロ4・ピンズイ 1・ウグイス 5・ツバメ 2・

キジバト 1・カワラヒワ4・トピ1・カイップリ 3・ヤマガラ 2・コゲラ 1・
メジロ 2・シメ 2・イカル2・カケス 1・カワウ l・アオジ1・エナガl・
スズメ 1・アオゲラ 1・イワッパメ 2・チュウサギ 1• コサギ 1・ハシボソ
ガラス5・ハシプトガラス1

25種

●イカルチドリの鋭察（亀山市） 雨のため中止

日時： 5月4日（火） 9: 30 ~ 12: 00 

担 当；楢原薬・伊藤多紀子

,-、
●テグス回収探烏会（楠町吉崎海岸）

日時： 5月9日（日） 9: 40 ~ 12: 00 

担 当：高和義・鹿島素子

参加者： 1 3名

観察種：カイップリ 1・カンムリカイップ)1・カワウ 11 5・ダイサギ

2・アオサギ2・ミヤコ)'')6. シロチト,・;1・キョウジョシギ 12・トウネ
ン1・キアシシギ8・チュウシャクンギ23・ヒバ） 1・ツベメ 6.ハクセキ
レイ 2・セヨドリ l2・オオヨシキ＇）］・セッカ 2.アジサシ 2.コアジサシ
1 0・ホオシロ 1・スズメ 30・ムク"・;5 

2 1種

＊テグス回収約 1時間； 7 5 g (9 7 5 ml、釣り針60 

本回収。放置テグスは吉崎海岸側に多い。

クー-

●シギ・チドリとテグス拾い探鳥会（松阪市）

日時： 5月9日（日） 9: 30 ~ 12: 00 

担当：谷本勢津雄・中村洋子

参加者： 24名

観察種：アマサギ・ケリ・ツバメ・ダイサギ・コサギ・スズメ・オオヨシキリ・

セッカ・カイツプリ・カルガモ・チュウサギ・ミサゴ・キアシシギ・チュウシャク
シギ・ kビ・アオサギ・カワウ・ソリハシシギ・ムクドリ・コアジサシ・タシギ・
ハシボソガラス・キジバト・アオアシシギ・タカプシギ・ヒバリ・キョウジョ
シギ・ シロチドリ・イソシギ・ ヒヨドリ

30種

●干褐の生き物観察会・高松海岸（川越町）

日時： 5月 16日（日） 11:15~14:15 

担 当：木村京子・木村裕之

参加者： 1 1名

銀察種：アナジャコ・ニホンスナモゲリ・エビジャコ・マメコプンガニ・

ケフサイソガニ・ベンケイガニ・モクズガニ・コメッキガニ・ユピナガニホン
ヤドカリ・ハマグリ・シオフキ・アラムシロガイ・アサ'J・マテガイ・ヤマ「
シジミ・イソシシミ・マハゼ

その他、主に干潟の生き物を観察

コアジサシ・キアシシギ4・シロチドリ・ヒパリ3・チュウシャクシギ1・
ハマンキ・1・ムクドリ 2・セグロセキレイ 1・キシ＇バト］

烏類9種（周辺の陸地を含む）

＊高松海岸の干潟を縦断するように霞4号幹線を建設する

計画がある。四日市市以北で唯一残っている自然に近い砂

浜海岸や干潟なので、何とか道路計画のルートを変更して

欲しい。シギ・チドリ類については．全国的な傾向ではあ

るが．かなり減少してきている。

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• ) 
●サギのコロニーとムナグロ（津市）

日時： 5月 16日（日） 10 : 00 ~ 12 : 00 

担 当：岡八智子・斎藤加代子

参加者： 1 6名

観察種： I::バリ・ツバメ・ケリ・チュウサギ・オオヨシキリ・スズメ・パン・

ダイサギ・アオサギ・チュウシャクシギ・セッカ・セグロセキレイ・ムクドリ・
キジ・ドバト・カルガモ・アマサギ・モズ・ゴイサギ・コチドリ •I:: ヨドリ・
キセキレイ・コサギ・キジバト・ハシプトガラス・ハシボソガラス・イソシギ・
キアシシギ・ムナグロ・タカプシギ

30種

＊昨年60羽もいたムナグロが数羽しかいなかった。メッ

セウイングみえ西隣の中勢バイパス用地工事前に出来たガ

マのト；；討池、葦原にたくさんの鳥が住んでいました。工事

が始まり、みなどこへ行くのでしょう。

●奥山愛宕神社探鳥会（青山町）

日時： 5月23日（日） 9:30~14:00 

担 当：前澤昭彦・塗矢博一

参加者:9名

鋭察種：ヒガラ20・カッコウ1.シジュウカラ 18・ミゾサザイ 6・

カケス 1・ヤマガラ6・センダイムシクイ 1・コゲラ3・ホトトギス8.
ウグイス 10・ハシプトガラス8.アオゲラ2・オオルリ 6.アカゲラ 1. 
カワラヒワ 1・ヒヨドリ 14・ホオジロ 10・ツッドリ 1・イカル1

25種

＊子育ての時期で、ヒガラの親鳥が巣箱の中で卵を抱いて

いた。ミソサザイはもう巣立っていた杉林より雑木林の

方が多種の鳥が見られる。ムササビの巣を発見。 （塗矢）

●豊津浦シロチドリ探烏会（河芸町）

日時： 5月30日（日） 10 : 00 ~ 12 : 00 

担 当：平井正志・坂口守

参加者： 2 6名

観察種 ：シロチドリ・カワウ・コサギ・ヒバリ・オオヨシキリ・スが・

ツバメ・ハシポゾガラス・ホオジロ・キジパト・コアジサシ・ムクドリ・ドパト

1 3種

＊カワウコロニーではカワウだけでサギ類が繁殖しておら

ず、やや寂しい。田中川河口右岸の波打ち際にシロチドリ

が数羽観察された。付近で営巣が確認されていなかったの

で、波打ち際を南の方に移動する。つがいらしいのが確認

され、観察していると 1個だけ抱卵中の巣があった。

●海蔵川探鳥会（四日市市）

日時： 6月4日（金） 10 : 00 ~ 12 : 00 

担 当：尾畑玲子・木村京子

参加者： 8名

観察種 ： ダイサギ・チュウサギ・コサギ・ゴイサギ・バン・アマサギ・

カワセミ・キジパト・セグロセキレイ・ヒヨドリ・ツバメ・キジ・モズ・ホオジロ・
カワラヒワ・スズメ・ハシボゾガラス

1 7種

＊小人数だったので行動はまとまりがよく、話も全員に

もれなく聞いてもらえた。逆にこの土地の問題を多くの

人に紹介できなかったのが残念。河川改修は代官橋のす

ぐ下の橋まで完了。そこに堰を建設中。この堰について

は、以前県に説明を求めた時には無かった話。この堰が

あるだけでも代官橋より上流の環境に影響がありそう。
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●第1土曜斎宮池探烏会（明和町）

日 時：6月5日（土）9: 00 ~ 11 : 00 

担当：西村泉

参加者： 5名

． 
. . サルビノ温泉探鳥会（大山田村）． 
．．．
 ． 

鋭察種：アマサギ2・カワウ l・ホオジロ4・ハクセキレイ l・ヒヨドリ ・
4・キジバト3・アオサギl・ウグイス6・スズメ50+・コゲラ2・カワラヒワ

． ． 
2・ツパメ 3・カワセミ 1・ダイサギ4・ヤマガラ2・ゴイサギ1・シジュウカラ｀

ホトトギス l.メジロ2・ハシポソガラス4・ハシプトガラス

日時 ：6月20日（日） 10 : 00 ~ 12 : 00 

担 当 ：前澄昭彦 ・塗矢博一

参加者： 3 2名（大山田村観光協会共催）

銀察種 ：砂ラヒワ・カワセミ ・ウグイス・ヒヨドリ ・カワウ・ホオジロ・

キセキレイ・ムクドリ・サシバ・セグロセキレイ ・キジパト・シジュウカラ・

ヒバリ・ハシプトガラス・ハシボ．． ／ガラス・ツバメ ・コジュケイ

2 1種

●美杉村探烏会（美杉村三重大演習林）

日時：6月 5日（土） 16 : 30 ~ 20 : 30 

担 当：坂元伸治 ・中村洋子

参加者： 40名

銀察種：セグロセキレイ・ツバメ ・ヒヨドリ ・トピ・カワラヒワ・ホオジロ・

ウグイス・カワガラス・キセキレイ・ツッ ドリ ・ヨタカ・コノハズク・ミソサザ

イ・ヤプサメ・シジュウカラ・ヤマガラ・ケラSP・コゲラ・カラスSP・オオル，．

20種・． 
●高原のホオアカ探烏会（曽爾高原）

日時： 6月13日（日） 9: 00 ~ 13: 00 

担 当 ：久住勝司・橋本富三

参加者 ：20名（会貝限定）

．．．．．．．． 
観察種：ホオジロ・ホオアカ・ツパメ・イワッパメ・セッカ・t:パリ・ツッド • ． リ・ウグイス・ホトトギス・コヨシキリ ・キセキレイ・ハシポゾガラス・カワラ

ヒワ・トビ・カワウ・アオサギ・ヒヨドリ

l 7種

＊ここの温泉は肌にとても良い。役場の観光課の諜只が

巣箱作りをして、里山の小鳥を身近に呼び寄せるとのこ

とである。 （塗矢）

●第 1土曜斎宮池探鳥会（明和町）雨のため中止

日 時： 7月3日（士） 9:00~11:00 

担 当 ：西村泉・ 山田昭子

●県民の森探鳥会（菰野町）

日時： 4月24日（士） 9: 30 ~ 12 : 00 

担 当：矢田栄史・辻秀之

参加者： 1 4名

．．
 

観察種： シメ・イカル・コゲラ・カワラヒワ・シジュウ七ラ・メジロ・

ヒヨドリ ・エナガ・コジュケイ ・キジパーー・ウグイス・オオ,;,・; 

l 2種

＊声のみの確認が多くじっくり見られなかった:

朝から雨で途中からの解散も考えながら始めたc． 
1 7種•

編集輝より
■お詫び… 上記 「県民の森」探烏会 (4月24日開催分）は、しろちどり 23号で「雨天中止」と報告しまし
たが、開催されていました。

また、前号8ページの「企画部の連絡先」で、橋本祐子さんの電話番号が間違っていました。正しくは、

です。

その他、 白紙へ・-ヅの発生など、印刷に混乱が生じていま した。関係者の皆様にご迷惑をお掛けしたことを

お詫びします。

■ 「しろちどり」原襲の宛先は… （ イラスト、表紙絵も大募集！！）

小坂 里香宛でお願いします。

Tn,• 7了ックス

Ema i I 

J •ヽ 、Jコン通信

編集讐記

今回はちょっと堅い話が多くなってしまいました。干褐

にくる野烏自体にはあまり触れなかったので、ちょっと不

濶のある方もいらっしゃるかもしれません。自然環境をめ

ぐる話は、暗い話題ばかりになってしまうのが寂しいです。

そこで、次回は野烏や私たちをと りまく自然を、少しでも

良い状態で残すためにがんばっているというお話を募集し

ます。個人やグループでボランタリーな自然保護活動をさ

れている方、自然や、私たちが「偏愛」する野烏の生息環

境を守るために日常生活で気をつけていること、など紹介

できる話題がありましたら、原稿をお寄せ下さい。次回締

め切りはちょっと早めの10月20日の予定です。今号が

出るころにはシギ・チドリの渡りの最盛期ですね。カモた

ちとの再会、サシパの渡りも楽しみです。 原稿烏

．
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